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研究成果の概要（和文）： 
 医療現場での患者とのコミュニケーションのあり方を分析し、医療面接のトレーニングのた

めの、有効なシステムを構築することを目的に、本研究を実施した。患者とコミュニケーショ

ンを行う上でのパターンを採取し、それをもとに、良好な医療ー患者関係を構築していくトレ

ーニング方法として、主訴の傾聴、キーワードの読み取り、共感、話を聴けないマイナス要因、

患者のモチベーションを上げる行動変容などを検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study was a research on the effective training system for the medical 

interview. Communication patterns between medical staffs and patients were collected in 

the hospital and analyzed. The training method for good relationship with patients was 

considered. For example, listening and reading technique for chief complaint, important 

key word from the clients, sympathy as medic's attitude, negative factor that cannot listen 

client’s words, and the behavior modification and transformation. 
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１．研究開始当初の背景 

 医学教育・歯科医学系の教育に取り入れら

れた医療面接であるが、学生教育の段階では

患者とのコミュニケーションの基礎部分し

か教育することができない。また、実際の臨

床現場で、すでに資格を持って就業している

医療職のための効果的なトレーニングシス

テムは、まだ確立されていない。 

 
２．研究の目的 

 以上のような背景から、歯科医療行動科学

をベースとした、患者の立場から見た歯科医

療従事者（歯科医師及び、歯科衛生士・歯科

技工士等コデンタルスタッフ）のコミュニケ

ーション能力の向上（学生教育・既卒者のト

レーニングを含む）のための効果的な教育方

法を構築することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）資料採取 

 ・模範的なコミュニケーション 

  （verbal communication） 

 ・模範的なpara-verbal communication 

（アクセント・イントネーション） 

 ・模範的なnon-verbal communication 

  （表情や仕草などのボディランゲッジ） 

             などの資料採取 

（２）アンケート調査およびその解析 

 ・理想的な歯科衛生士像および患者対応 

 ・会話 

（３）会話分析 

 ・テキストマイニング 

   およびコレスポンディング分析 

（４）シナリオの作製 

 ・会話樹状モデルの作製 

（５）シミュレーション用データー収集 

・画像および会話の収集および整理 

（６）コミュニケーションテクニックの構築 

・トレーニングテクニックの抽出とまとめ 

 

４．研究成果 

（１）資料採取と解析結果 

 採 取 さ れ た 文 章 を 元 に 、 KH coder

（ver.2.beta-22）を用いてキーワードを抽

出、以下の分析を行った。 

 

 ① テキストマイニング 

 

 テキストマイニングにより抽出されたキ

ーワードの頻度分析結果では、「優しい」「笑

顔」「てきぱき」「気配り」などが高頻度を示

したが、臨床実習前と臨床実習後では、出現

するいくつかのキーワードの頻度差が認め

られた。 

 以下に、二次元配置をした図を示す。 

 

 臨床実習前と実習後を比較すると、「優し

い」「笑顔」「信頼」「コミュニケーション」



などには共通が見られたが、実習前には、「話

を聴く」「怒らない」「清潔」など実習後に見

られないキーワードが見られ、一方、実習後

は、「知識」・「チームワーク」など現場に即

したキーワードが見られた。 

 

 ② ２次元対応分析 

 

 抽出されたキーワードを２次元的にプロ

ットした。「スマイル」「態度」「笑顔」「思い

やり」「患者」「医師」「技術」などが中央部

に集中し、対応の強さを示した。 

 

 ③クラスター分析 

 

 階層的クラスター分析によるそれぞれのキ

ーワードの関連性を示す。 

 （この図では３つのクラスターに分類され

た） 

 

 ④ 共起分析 

 

 共起分析では「患者」を中心とした「痛み」

「気持ち」「スタッフ」「先生」「コミュニケ

ーション」と、「歯科」「医師」「態度」「衛生」

「笑顔」「知識」などの共起が見られた。 

 

（２）コミュニケーションテクニック 

 

 ① 傾聴レベルについて 

 

 医療面接では、精神医療やカウンセリング

などの面接技法と同様に、「傾聴」と、それ

に付随する「質問法」（開かれた質問・閉じ

た質問・オープントゥクローズドコーンな

ど）や「共感」のテクニックが最も重要なフ

ァクターとなる。これまでは、「聞く」と「聴

く」だけの分類であったが、患者に共感し、

行動変容に導くための傾聴を考慮して、さら

に詳細なレベルに分類を行った。 

 



 ② 観察レベルについて 

 

 傾聴の際には、言語的表現（ verbal 

communication）のみではなく、イントネー

ションやアクセントなどの para-verbal 

communication、身振りや手振りなどのボデ

ィランゲッジ（non-verbal communication）

を観察する事が重要であり、観察レベルにつ

いて分類した。 

 

 ③ 心理的な防御反応について 

 

 一方で、患者の話を上手く聴けない傾聴を

妨げるさまざまな心理的な防御因子が報告

されている。Coleman は、補償・同一化・合

理化・抑圧・反動形成・転置・情動分離など

の典型的な自己防御規制についてまとめて

いるが、カウンセリングでは一般的にはブロ

ッキングとして表現されている。それを、医

療面接のトレーニングにわかりやすいよう

に５つのパターンに分類した。 

 ④ 行動変容へのステップ 

 

 患者の保健行動の変容は、医療従事者が患

者の話を傾聴し、共感し、理解し、治療や予

防の重要性を患者にどのように伝え、理解を

して貰えるかにかかっている。医療面接では、

傾聴だけではなく、患者のモチベーションを

どのように向上させ、コンプライアンスを維

持するかも重要な因子である。指導・教育か

らコンサルティング、カウンセリング、コー

チング、メンタリングへと至る医療者と患者

関係の変化についても分類した。 

 

 今後、臨床の現場でどのようにこのトレー

ニングシステムを応用していくかが課題で

ある。 
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